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一;

第
十
w
怨

2

六
八)

論
-

說
契
約
解
除
論
 

. 

一
.;
ハ 

r
 

:
 

效
力
に
關
す
る
嘥
ー
の

.規
定
な
ト

$

す
。

.

一

. 

今
前
上
に
摩
け
た
る
：解
，除

_の
猶
カ
に
關
す
る
一
ニ
個

'
.の
學
說
，の

.
拘
孰
れ

.か
此
規
定
の
意
：

.雜
に
，

【

‘ 

適

合
ず
へ
き
や
換
言
す
れ
は

h我
民
法
は
果
し

て

孰
れ
の

.學

.說
を
輝
用
し

た

る
も
の

ビ
»
す
る 

,

.

':
:!

;
N
r
ビ
を
得
へ

&

や
第
一

f

說
即
ち
間
接
效
カ
說
及

a

第
三
說
即
ち
折
衷

.說
か
此
規
定
の
意

#

に：

適
合
せ

さ

る
Z

ビ
は
前

±

に
述
へ

72

る
略
評
に
ょ

-

O
V

て
自
ら
明
か
な
る
か
故
に
特
に
玆
に
再 

CA
之
を
述
ふ

る

の
製
な
し
、然
れ
く
も
旣
に
一
言
せ
る
如
く
我
_

の
有
.力
な
る
學
潜
は
我
筠
法 

に
於

V

は
右
の
第

-
,說
即
ち
：直
接
效
力
說
を
梂
ぅ
た
り

w

爲
せ
り
故
に
此
點
に
付
七
は
少
し 

.;

く
論
述
す
る

0.
®:
あ

，ぅ

と

す

。

I

前
述
の
如
く
解
除
は
日

»

孰
：れ
の
民
法
の
下
に
於
て
も
ニ

.

.種
の

.法
律
上
の
效
ヵ
即
ち

.任
意

'

:

:
的
法

#,
效
果
及

a

法
定
的
法
律
效
果
を
生
す
る
こ
，ど
は
明
か
な
り
ど
す
隨
つ
て
第
一
說
な

.

.る
 

リ： > 

.所
謂
，痕
，接
效
力
說
も
亦
此
，ニ
：純
の
法
律
效
果
を
服
中
に

‘置
：て.立
論
せ
る
こ
ビ
明
白
な

K
yと
す
、

即
ち
：先
つ
第
一
に
此
說
に
依
る
：と
さ
は
前
述
の
.如
く
解
除
は
偾
務
_
係
全
部
を

遡

及
的
に
解 

m

す
ビ
爲
す
な

&

今
此
點
は

®

逸
K

法
か
特
に
明
文
を
以
て
規
定
せ

3

る
所

.の

解

.除

の

效

ヵ

の

I

部
分
な
る
所
謂
任
意
的
法
律
效
果
の
み
に
關
.す
る
も
の
ビ
す
何
ビ
な
れ
れ
是
れ
只
解
除

■ 

- 

.
1
 

■ 

■ 

* 

, 

. 

-

な
る
法
^
行
爲
の
效
果
意
思
の
內
容
に
適
應
す
る
所
の
法
#
上
の
效
力
に
關
す
る
じ
外
な
ら 

S

る
か
故
な

&

換
言
す
れ
は
.解
除
の
意
思
表
示
の
.內
容
は
此
說
に
ょ
れ
は
契
約
の
效
力
；を
遡

X

份
こ
即
ち
其
效
カ
發
生
：の
：當
時
ょ

6

解
消
す
る

0

意
欲
な

h

 

S

爲
す
も
の
に
外
な
ら
さ
る

.

-
 

i 

.
 

.

.

..

.

.

一.

.

.

.

'

か
次
な

!>

、次
に

; b

說
は
各
個
の
債
務
炉
未
た
履
行
せ
ら
れ
さ
る
場
.合
に
は
興
漬
務
は
當
然
消 

滅
す

g

爲
せ
&
此
點
も
亦

獨

逸
•

民
法
；が
明
文
を
以
て
規
定
せ

S

る
所
の
法
#
上
の
效
カ
な
れ 

士
も
之
れ
は
矢
張
任
意
的
法

#

效
臬
に
し
セ
勿
論
此
說
の
上

0

の
部
分
の
.中
に
包
含
せ
ら
名 

る
も
，の

V

J

a

さ
る
：へ
か
ら
さ
る
も
の

®

る
か
故
に
特
に
論
述
す
る
の
必

.

要
な
し
今
此
：說の
：任 

意
的

^

律
效
果
に
關
す
る
部
分
は

.

我
S

法
か
果
し
て
之
を
採
用
し
た
る
も
の
.ビ
見
る
乙
ビ
を 

得
る
や
：否
や
我
民
法

0
:

下
に
：於

1:
:

も
此
饪
意
的
法
律
效
果
か
發
生
す

.

る

W

云
へ
る
點
に
つ
.い
 

て
は
：何
人
も
之
を
爭
.ふ
こ
と
：：
な
し
而
し
て
此
任
意
的
法
律
效
果
か
權
利
消
滅
の
效
カ
に
し
て 

而
も
通
及
性
.を
荷
す
る

V
J

云
.

へ
る
®
に
つ
き
て
も
亦
何
人

も

之

i :
#
ふ
こ
と
な
し
然
れ
ビ

4
0 

* ■

任
意
的
法
律
效
果
か

.

偾
權
的
效
ヵ
の
性
質
を
有
す
る
や

.

又
は
物
檣
的
效
方
‘の
性
質
を
荷
す 

る
や
は
一
の
問
題
な

&

と
S

は
さ
る
可
か
ら
す
併
し
な
が
ら

.

日
獨
.孰
れ
の
法
學
上
に
於
て
も 

此
問
題
其
の
も
の
に
付
て
は
多
く
論
_
を
爲
す
も
の
稀
な
：る
、か
如
し
，然

.

れ
$

も
我
國
の
學
蒋

..

镇
屮
四
瘩

,(

 

H

ハ
九
.,〕

卜
論
說
ン
契
約
解
除
論
ぃ

 

.

.第1
:1

號

ニ

モ

'



m

l

 

(

一七〇

)

論

說

I

解除論
 

.

塋
ー
號
二

V 

は
你
除
が
策
三
界
の
權
利
を
害
す
る
や
？

の
問
題
を
論
す
る
に
當
り
て

自

ら

右

の

間

丑

こ
 

觸
れ

さ

る
こ
ビ
を
得

3

る
こ
ビ
ビ
な
る
か
故
に
此
點

R

關
し
て

自
.

多
少
の
論

_

を
爲
せ

>
9 

而
し
て
其
論

_

の
|
結
‘果
ょ

:>
見
：る
と
き
は
大
多
數
の
學
者
は
此

‘法
律
效
果
を
以
て

#

«
«!
^
 

ン
；力

0

1

1

す
る
も

^
^
^

‘

し
て
重

.奮

る

i

:
係
を
有
す
る
か
故
に

.後
に
：至
名
詳
論
す
る

こ
.

と
と

.

爲
す
へ
し
、第

二

こ
 

: :

I

s

個
の
舞
務
か

I

履
行
せ

ら

れ

f

場
合
に
は

.云
i

還
.請
求
權
か
發
生

.す

と
爲

 

せ
|

.

點
は
旣
述
の
如
く
獨

S

法一か

'
f

 

I

I
七
規
定
：

I

も
の
に
し
セ
即
ち
所
胃

.

"

:

|
如

I

律

效

费

^

相
.

：互
に

；

受

領

し
S

.

給
付
，を

率
 

ふ
I

f

る

に

言

て

明

か

な

I

可

t

す

蓋

し

糞

民

法

の

：
T

I

て
1

1

約
.
.の
效
カ
た
る

.
辜

か

.

|

契
.約
r

 々

:

:
て
胤
'行
'せ
ら
H
 

t

一5

一
に
i

 

2

^

 

^

 

.

f

 

®

^

^

 

^

i

 

^

 

^

 

^

 

>

b

 

t

.

^

 

^

 

f

s

 

も
•

の
ぞ
す
：隨
：ら

て

後

#

契 

.

ィ
ヵ

/

 

I

t

i n
a

結

身

と
’
.
.し
て
：僙

務

關
.

係

か

0
.

^
 

約

其

0

も
：の

■>
,
*-
-
.
i
^
l
:r
;L
v-
--ll
L 

と，^
^
-

1J 

_

は
.
.依

然

し

て

：存

績

す

「

る
：乙
^:>

な 
>

.

1

旦
變
動
し

^

る
物
權
は
當
然
原

•權
.利
_

に

极

歸

す 

る
こ

_

ビ
ど
ば
な

.ら
さ
る
か
：故
に
各
當
事
者
は
單
に
其
受
領
し
た
る
給
付
を
返
還
す
る
の

義

務

：
 

を
負
擔
す
る
の
外
な

.き
^
以
て
な
ら
即
ち
此
法
定
的
法
律
效
果
は
權
利
發
生
の
效
カ
な
り
と 

す
而
し
て
此
說
か
：解
，除
の
效
カ
は
債
權
的
效
力
の
性
質
を
有
す
ビ
爲
す
は
解
除
の
效
ヵ

©.
;中 

生
：と
し

v

玆
.に
®

ふ
所
，の
、法
寒
的
法
律
效
果
を
指
し
て
立
論
せ
る
も
の
た
ら
、然
ら
は
此
法
定 

的
法
律
效
果
は

a

及
性
を
有
す

る

や
否
や

e

云
ふ
に
此
說
は

I
.

般
：的
に
：解
除
の
效
カ
は
遡
及 

性
を
有
す
と
爲
せ
と
も
之
れ
は
主
ヒ
し

y

前
.上
に
述
へ

f
eる
解
除
の
任
意
的
法
律
效
果
を
眼 

中
に
置
き
て
立
論
处
る
も
の
た
り
妓
に
謂
ふ
所
の
法
定
的
法
猙
效
果
か
果
し
て
遡
及
性
を
有 

す
‘る：
:̂
;

P

や
は
ー
ぐ
の

.別
'異
.の
間
題
な
々
ビ
見

さ

る

へ
か
ら
す
此
問
題
に

_

し
て
は
獨
逸
に
於 

て
?)
-

特
に
論
議
矣
像
す
も
の
德

/2
稀
な
る
か
如
し
然
れ
と
も
大
體
に
於
て
は
旣
述
の
如
く
此 

說
は
獨
逸
民
法
：の
：解
釋
論
と
し
で
は

1£
當
な
り
と
評
す
る

.
の
外
な
き
な
：々

P
.

:

:

0

&

は
我
民
法
は
此
說
の
此
部

^

を
採
用
し
お
る
も
の
と
見
る
こ
ミ
を
得
る
や
否
や
此
問 

0
を

論

究
す
る
に

#

て
は

_迕
の
數
'問
題
に
注
意
す
る

i
 

f
を
舉
す
即
ち
我
民
法
の
下

1;
於
て 

も(

3
卿
種
の
法
定
的
法
錐

.效
桌
か
常
に
發
生
す
る

,

裔
や
若
し

.
發
生
す
る

i

0

S
#:
咏
其
内 

'
'
'
.
紙
セ
刚
卷.

O

七
.
3
 

'岭

‘
E'
v 

'
契撒解

■
. 

卜
第
S

-

」
一

九



II

,

第
I

 

(

i

〕

紙

^

麗
解
除
論

 

I

 

H

o 

容
如
何

i

へ
る
問
題

(

二)

此
法

#

效
果
は
遡
.及
性
を
有
す
る
や
裔
や
の

間

題(

三)

此
法
歌
效
果 

は
债
»

的
效
カ

0

性
質
を
有
す
る
：令
西
や
の
：問

.題
是
れ
な

6

此
等
の

1

題
の
咿
第
一
及
ひ
第 

ニ
巧
間
題
は
後
メ
各
褪
の
場
合
を
論
述
す
を
に
當
り
ら
詳
論
す
る
こ
ビ
ビ
な
る
か
故
に
今 

;
玆
に
は
之
を
肩
へ

I

.T
,
に
^

て
は

',
®

i

f

し
て
第
三
の
間
題
に
關
す
る
も
の
の
中
殊

ぺ
%

s

 

0 

S
變動

：：

に
I

s

合
に
付

I

ふ
る
所
あ
ら
ん
ビ

I

レ

此
場
合
か
論
議 

の
焦

®

た
る

.
か
故
な

^
N
o 

.

.

 ̂

.

. .
.

;

;

四
-

.

:.
:

^

•

:

-

.:
:

‘ 

：

'

.

今
祺
に

.T

見
Iす
る
は
日
獨
雨
民
法
の
規
：定
は
此
點
に
於
て 

M

民
法
も
亦
第
五

'百
：四
十

3£
:條
第

一

須
後
段
に

於

て

所
ぼ

法

定

的
法

推

效

果

0.
规
宠

b

設
け

*

.':
:

:

當
事
者
は
其
相
手
；方
貪
原
狀
に
復
せ
し
む

.
る
義
務
を
負
ふ

^
'爲
す
か

故
a

b
然
れ

ビ

も

此

類

. 

似
か
果
し
て
眞
の

.類
似
在
も

^

又
は

^

純
な
る
外
形
上
の
類
似
に
過
き

3

る
呤
は
匆
•論
問
題 

:な

ミ

す

、余
は
：此

1

 

f

す
し
て
實
質
的
の
類
似
に
あ
ら
す
ど 

M:
-
爲
す
も
の
な
れ
と
も
而
も

#

：に
此
ン
の
點
に
關
し
從
來
學
者
間
見
解
大
約

-
ニ
，個
に
-分
か
れ
た 

1

派
の
學
著
は
大
滕
に
於
て

#

宛
物
：の
物
權
變
動

.に
關
す
る

'
ミ
き
は
，其
の

.

.效

.カ
は
物
權
的

'效
、

〜

i

し

1

田
.氏
愤

.柳
#

論
.
.ー.
丸
，七瓦

'
以
下
、法
爽
記
祺
ー

A

卷
九
挪

1

K
以

rr
.取
廣
爽
一
次 

丈
な
，
.
&ゼ
龙
し
：

1法
學
志
：林
' 
一：

六
：卷
■五
號
九
七

^
，以
下
叻
治
四
十

--
*
年
七
力
八

U

大
密
院
笫
こ
^
冰

部
.列
決
同
四
十
ニ
年
：

-1
:
:刀
、六

=

取
常
控
餅
院

「

笫
ニ

.尻
_

部
判
決
明
治
四

>

ニ
'苹

1

力Y
丛

Z)〗

戾

/) 

十
.三
H

間

部

判

決

明

治

：四
へ
十
=:
ー
 

年
：
十
月
.十
一
.r

n晶
崎
控
訴
院
笫

「

民
事
部

.列
決
等

」

ィ

^
ニ

；
 ̂

a

學
者
は
特
定
物

0

物
權
變
動
に
關
す
る
：と
き
ビ
雖

S

も
僻
ほ
此
效
カ
ば
偾
權
的
效
カ
な
む
ど

5

す

.
'へ
石
坂
氏
斑
法
研

'究
第

1
ー.留
四
：：〇

O
.-T
.
M以
下
同
氏
幵
本

’段
法

.::
:
.三i

七
，頁以

.
下
.

,弘
.氏

0
0
-
 ̂

爲

t

'

3ニ
M

:

以
下
：
‘
^
山
典
前

g

 

ニ
四

0
ボ
以
下
明
治
三
十
八
年
三
月
十
八
日
來

M
地
力
戟
刿
所
笫

f

 S
I
I
I

酿

徘

齡

き

師

^

十)

余
は
.：大
體
に
於
て
前
の
：見

»'
を
採
々
後
の
見
解
を
排

斥
ず
る
も
の
た
い
以
下
’に
於
て
先
つ
反
對
論
を
擧
け
之
を
略
評
し
然
る
後
に
卑
馬
の
大
喪
を

,

:

.

I
 

.

.
 

'

 
,

:

.
 

.

.
:

.

.

 

.
 

.

.
 

-

.

述
.へ
ん

‘
ビ
す
？

:

^

':
.
;,'

.

>'

.

«
遨
或
は
日
く

*'
除
は
單
に
愦
權
的
效
力
を
生
す
る
に
過

き

さ
る
か
故
に
解
除
に
よ
り
第 

三
.者

:

の
•權
利
を

«

す
る
こ
ビ
を
得
冷
-る
は
云
ふ

.を
俟
た

r
故
に
第

3£

西
!

a

十
五
條
第

一

項
ff
i

 

|
>
:は

修

奶

6
〔

ル
^
た

'!
>
此

，
規

：
定

は

解
'̂
か
遡
及
的
に
物
權
的
效
力
を
有
す
る
も
の
、じ解
し
て 

始
め
て
意
義
を
有
す
即
ぢ
：物
權
契
約
か
取
消
^
れ
た
る

®

八
ロ
若
し
く
は
物

.權
契
約
に
附
せ

£>
■
■ 

れ
た
る
解
除
條
件
か
：成
就
し
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著
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す
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.
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狙
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し
れ
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右
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猫
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ど
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.
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h
y
て
其
效
ヵ
を
生 

す
但
解
三
者
の
權
科
を
害
す
ふ
こ
と
を
得

^

此
條
文
は
追
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«
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す
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又
右
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追
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す
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滅
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追
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す
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條
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條
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追
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す
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を
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す
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す
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す
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を
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植
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な
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斯
の
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さ
場
合
か
選
擇
の
遡
及
效
に
對
す
る
佴
書
の
規
宛
の
適
川
-あ
る
場
命
反
办
ど
紡 

す
の
解
轉
か
果
し
て

1£
當
な
彡
や
否
や
は
少
し

.

く
疑
間
な
れ

^

も
余
は
暫
：ら
く
此
の
策
三
說 

,

に
：從
は
ん
ビ
欲
ず
今
：此の
；第
三
說
も
，亦
本
條
但
書
の
規
定
は
單
に
遡
及

.

效
，か
當
事
客
の
權
种 

:

を
®

し
且
第
三
救
の
權
利
を

®

す
る
の
可
能
性
を
有

す
'
 

る
場
合
に
限
り
其
龜
用
あ
る

R

過
き 

す
と
云
へ
る

M

本
思
饱
よ
り
出
て
た
る
こ
と
は

.

明
白
な
.り
と
す

之
を
要
す
る

-
:に：本
條
但
書
の
規
定
は
單
に
遡
及
效
か
當

«1
密
の
，權
利
を
窖
し
風
第

H

卷
の 

權
利
を
害
す
る
の
可
能
性
を
有
す
る
場
合
の
み
に
對
し
て
設
'け
ら
れ
た
る
も
の
な
る
こ
ぐ
し
勿 

▲

に
し
て
學
激
は
皆
此
理
論
，に關
し
全
く
一

 

致
す
る
も
の
ぐ
し
云
は
さ
る
可
ら
す

尙
ぼ
此
外
に
我
民
法
上
に
於
け
る
第
三
者
の
權
利
を
害
す
る
こ

V
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を
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す
と
云
へ
る
前
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の

種
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の
规
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に
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き
右
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な
る
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と
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略
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す
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せ
ん
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所
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三
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す

w

云
へ
る
規
班
は
如
何
な
る
‘意

義
パ
を
有
し

又
如
何
な
る
場
合
に
敏
用
あ
ぅ
や
ビ
云
ふ
に
此 

'

規
定
も
亦
前
上
に

V

擧
け
た
る
他
の
規
定
せ

_

末
も
其
意
義
を
異

R

す
.る
の
理
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あ
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こ
と
な
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.て
.
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其
.適

用

ぁ

る

v
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な
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ビ
す
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事
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反
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潜
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‘
此
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に
’
付

き一

大
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解

を

爲

せ
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即

ち

例

、
へ
は
：
‘甲

か

乙

に

：
對

：
し

特

：
定 

の

馬

：
を

廣

郑

す

る

〕

の

；憤‘
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爲

し
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し
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吊
か
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て
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爲
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.
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所
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轉
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作
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夠
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；
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ー

t

ら
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於
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女
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又
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し
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方
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；な
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に
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生
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見
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.
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右
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反
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述
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に
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^
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以
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た
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す
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又
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：疑
を
避
く
る
か
ね
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に
#
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け
た
る
規
定
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>
9ビ
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す
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^

办
る
へ
き
か
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論
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■
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不
當
な
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す
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へ
て
明
ら
か
な
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へ

/
し
又
論
潘
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中
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旣
述
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如
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但
ぎ
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規
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以
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然
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文
な
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斷
言
贫
り
、此

•

は
.論
者
自
身
の
前
提
的

.說
明
ビ
比
較
す
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な
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&
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採
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^
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陷
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を
興
に
す
る

i

の
た
り
即
ち
獨
逸
民
法
上
に
於
て
は
®
述
の
如
ぐ
解
除
は
前
上
に
述
へ
农
る 

'

點
に
關
し
軍
に
當
事
潘
間
に
徵

«;
懷
鉻
の

.關
係
を
生
ず
る
に
過

^

す
換
言
す
れ
は
所
謂
«
樺 

.
的
效
カ
を
生
す

'̂
に
過
き
す
然
る
に

±

に
.反
し
て
我
民
法
上
に
於
て
は
«
除
は
所
謂
物
權
的 

:'
敗
力
を
生
す
る
も
の
た

^:
而
し
て
此
效
力
は
遡
及
性
を
有
す
是
故
に
解
除
の
雄
效
力
は
食
事 

#

の
權
利
を
害
し
„且
第
 

一一*—

-者
の
權
利
を
害
ず
る
の
可
能
性
を
有
す
る
も
の
ビ
す
此
理
由
に
ょ 

::

,

>
第
：五
百
四
十
五

"條
項
但
费
の
規
定
は

.一 .

大
重
婴
な
る
、意
翁
を
#

す
る

も
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す
即
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此
但
書
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規

.定
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右
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可
能
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三
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す
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す
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述
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に
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双
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.
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